
三面 2018年9月15日
嶽
を
寄
り
切
り
に
降
し
２
連
勝
で
白
星
を
先
行
さ
せ

新
三
役
に
向
け
視
界
は
良
好
。

江
戸
川
部
屋
期
待
の
剛
勇
山
は
初
日
か
ら
見
せ
場

を
作
る
事
無
く
３
連
敗
で

苦
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
今
場
所
新
入
幕
の
２

力
士
の
結
果
は
、
朱
雀
湖

が
初
日
の
磯
光
に
続
き
二

日
目
に
も
曲
者
琴
乃
王
を

連
日
寄
り
切
り
で
降
し
、

大
櫓
も
初
日
に
大
碧
輝
、

三
日
目
の
照
の
王
戦
に
も

寄
り
切
り
に
破
っ
て
共
に

２
勝
１
敗
で
序
盤
を
終
え

た
。

序
盤
の
三
日
目
ま
で
を
取
り
終
え
て
横
綱
若
ノ
嶋

関
脇
阿
古
耶
川
、
平
幕
の
佐
賀
ノ
海
、
英
筏
、
鹿
富

士
、
超
刃
、
大
江
錦
の
全
勝
力
士
七
名
を
、
横
綱
美

空
富
士
を
は
じ
め
と
す
る
２
敗
の
１
１
名
が
追
う
展

開
で
始
ま
っ
た
今
場
所
。
序
盤
で
上
位
陣
が
崩
れ
三

役
以
上
で
は
全
勝
力
士
が
早
く
も
２
名
と
大
波
乱
の

幕
開
け
と
な
っ
た
。

四
日
目
以
降
の
中
盤
戦
で
も
上
位
陣
が
安
泰
し
な

い
ま
ま
進
ん
で
し
ま
う
の
か
？
波
乱
続
き
で
今
後
の

展
開
が
全
く
予
想
が
つ
か
な
い
今
場
所
、
四
日
目
以

降
も
混
戦
模
様
が
続
く
で
あ
ろ
う
土
俵
に
注
目
し
た

い
。
そ
ん
な
期
待
が
高
ま
る
次
開
催
は
秋
も
深
ま
る

１
ヶ
月
半
後
の
１
０
月
２
８
日
に
開
催
予
定
だ
。

（
香
具
山
）

今
場
所
の
十
両
は
新
十
両
が
霧
ヶ
浜
部
屋
の
若
佐

倉
改
め
若
巨
（
わ
か
な
お
）
だ
た
一
人
。
再
十
両
が

英
部
屋
の
英
乃
浜
改
め
英
乃
濱
一
人
と
新
顔
が
少
な

い
新
鮮
味
に
乏
し
い
番
付
と
な
っ
た
。

若
巨
は
序
二
段
付
出

で
初
土
俵
を
踏
ん
で
三
段

目
で
５
戦
全
勝
で
優
勝
し
、

育
成
会
で
通
算
９
勝
１
敗

の
成
績
を
残
し
て
幕
下
入

り
。
初
幕
下
で
４
勝
１
敗
、

そ
し
て
、
先
場
所
は
５
戦

全
勝
で
優
勝
し
て
新
十
両

の
座
を
射
止
め
た
逸
材
。

初
土
俵
以
来
、
１
８
勝
２

敗
、
勝
率
９
割
と
華
々
し

い
戦
績
で
、
新
生
霧
ヶ
浜

部
屋
２
人
目
の
関
取
と
な

っ
た
。
霧
ヶ
浜
親
方
の
期

待
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が

あ
り
、
改
名
し
た
四
股
名

か
ら
も
そ
の
期
待
の
ほ
ど

が
伺
え
る
。

一
方
、
幕
内
か
ら
の
陥

落
組
は
黒
船
、
紅
葉
盛
、

天
我
の
３
人
。
昭
和
５
７

年
６
月
開
催
の
第
６
２
回

本
場
所
で
新
入
幕
を
果
た

し
た
現
理
事
長
の
友
砂
親

方
の
綱
島
以
来
、
先
場
所

ま
で
８
４
場
所
、
３
６
年

間
ず
っ
と
幕
内
の
番
付
に

名
を
連
ね
て
来
た
友
砂
部

屋
だ
が
、
黒
船
の
陥
落
で

今
場
所
は
幕
内
に
友
砂
部

屋
力
士
が
不
在
と
な
っ
た
。

「
こ
れ
は
い
か
ん
！
」
と

猛
省
の
友
砂
親
方
は
黒
船

を
筆
頭
に
十
両
の
綱
嵐
、

太
刀
鳳
に
場
所
前
に
こ
れ

ま
で
に
な
い
発
破
を
掛
け

て
稽
古
を
課
し
た
と
い
う
。

そ
れ
だ
け
に
今
場
所
の
友

砂
部
屋
力
士
が
ど
の
よ
う

な
活
躍
を
み
せ
る
の
か
、
そ
の
相
撲
に
注
目
し
た
い
。

そ
し
て
、
第
１
４
７
回
本
場
所
が
開
幕
し
、
三
日

目
ま
で
を
終
了
。
３
戦
全
勝
と
し
た
の
は
、
生
駒
山
、

鳥
海
波
、
葵
盛
、
寶
蔵
、
櫻
吹
雪
の
５
人
。
土
俵
を

貼
替
え
た
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
九
十
九
部
屋
の
生

駒
山
、
葵
盛
、
寶
蔵
の
３
人
が
３
連
勝
、
日
向
藤
も

２
勝
１
敗
と
部
屋
と
し
て
１
１
勝
１
敗
、
勝
率
０
．

９
１
６
の
成
績
。
先
場
所

は
得
意
の
左
を
差
し
な
が

ら
も
、
腹
が
つ
い
た
り
、

引
き
落
と
さ
れ
た
り
と
期

待
ほ
ど
成
績
が
上
が
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
の
３
日
間

は
見
違
え
る
よ
う
な
相
撲

を
見
せ
、
「
今
場
所
は
九

十
九
場
所
だ
！
」
と
某
親

方
が
口
走
っ
た
よ
う
に
、

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
勢
い

を
見
せ
た
序
盤
の
相
撲
だ

っ
た
。

「
よ
し
！
今
場
所
は
い

い
ぞ
！
優
勝
だ
！
」
と
九

十
九
親
方
が
関
西
で
朗
報

を
耳
に
し
て
「
ニ
ヤ
ッ
！
」

と
微
笑
ん
で
い
る
に
違
い

な
い
。
部
屋
頭
の
生
駒
山

は
東
二
枚
目
だ
け
に
、
こ

の
ま
ま
の
調
子
で
い
け
ば

新
入
幕
が
濃
厚
。
ラ
イ
バ

ル
部
屋
の
香
具
山
部
屋
に

関
取
の
数
で
は
勝
る
も
の
の
、
幕
内
力
士
が
ま
だ
い

な
い
こ
と
で
後
れ
を
取
っ
て
い
た
が
、
香
具
山
部
屋

に
追
い
つ
く
の
が
視
野
に
入
っ
て
き
そ
う
だ
。
と
同

時
に
、
九
十
九
軍
団
が
大
挙
し
て
幕
内
に
上
が
っ
て

来
る
の
は
上
位
陣
に
と
っ
て
脅
威
に
な
る
だ
ろ
う
。

勝
間
田
部
屋
の
鳥
海
波

は
四
季
嶋
、
月
山
、
朱
雀

湖
と
立
て
続
け
に
幕
内
に

あ
が
っ
た
弟
弟
子
に
続
け

と
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

鞍
ノ
城
が
進
退
を
賭
け
て

久
し
振
り
の
土
俵
に
上
が

っ
た
が
、
鳥
海
波
の
活
躍

は
部
屋
の
横
綱
の
い
い
刺

激
に
な
る
に
違
い
な
い
。

住
之
江
部
屋
の
櫻
吹
雪

は
先
々
場
所
に
８
勝
３
敗

と
前
半
は
優
勝
戦
線
を
引

っ
張
る
活
躍
を
し
た
が
、

先
場
所
は
ど
う
し
た
こ
と

か
１
勝
１
０
敗
と
大
負
け

し
て
十
両
尻
ま
で
下
が
っ

て
迎
え
た
今
場
所
。
先
々

場
所
の
相
撲
が
甦
っ
た
か

の
ど
輪
で
の
押
し
相
撲
が

冴
え
を
み
せ
て
３
連
勝
を

飾
っ
て
「
幕
下
へ
の
陥
落

は
避
け
た
い
！
」
と
祈
る
住
之
江
親
方
を
安
堵
さ
せ

た
。今

場
所
の
優
勝
争
い
は
３
日
間
の
相
撲
を
見
る
限

り
九
十
九
部
屋
の
４
力
士
を
中
心
に
展
開
し
そ
う
だ
。

こ
れ
に
割
っ
て
来
る
の
は
誰
か
。
ま
だ
、
場
所
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

（
錦
風
）

初
日
の
横
綱
土
俵
入
り

の
東
方
呼
出
役
に
磯
ノ
海

親
方
が
初
挑
戦
。
初
め
て

触
れ
る
拍
子
木
を
た
ど
た

ど
し
く
鳴
ら
し
な
が
ら
何

と
か
大
役
を
果
た
し
た
。

「
緊
張
し
た
ぁ
～
」
と
言

い
な
が
ら
も
達
成
感
で
満

面
の
笑
顔
の
磯
ノ
海
親
方

だ
っ
た
。

大 櫓○(寄り切り)●照の王

朱雀湖○(寄り切り)●磯 光

醍 醐●(寄り切り)○若 巨

江戸若●(寄り切り)○若 巨

虎ノ國●(寄り切り)○黒 船

日向藤●(押し倒し)○綱 嵐

鳥海波○(寄り切り)●剣 竜櫻吹雪○(押し倒し)●冬牡丹

生駒山○(押し倒し)●黒 船綱 嵐●(寄り切り)○葵 盛磯日丸●(寄り切り)○寶 蔵

寶 蔵○(引き落し)●若 巨虎ノ國●(押し倒し)○生駒山


